
野生植物の受粉における
在来マルハナバチ類の役割

○種類ごとに舌の長さ，体のかたちが異なり，種によって

　利用する花のかたちが異なる。

○ハチと花のかたちが対応→正確に受粉される。

　→種子生産には在来マルハナバチ類の訪花が不可欠



セイヨウオオマルハナバチ
(Bombus  (Bombus) terrestris  (Linneus, 1758))

●天然分布はヨーロッパ全域，アフリカ北部
●ニュージーランド，タスマニアなどで野生化




